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研究成果の概要（和文）：口腔への介入を通して精神的ケアを実践する概念として「口腔ケアリング」を創設した。「
口腔ケアリング」は、器質的口腔ケアと機能的口腔ケアの評価方法に基づいて口腔を精査し、必要な口腔への関わりを
実践すると同時に、口腔感覚の刺激に対する心理的反応の把握し、口腔ケアリングの実施によるリラクゼーションを追
求する。口腔ケアリングは、全ての年齢層へ満足感を提供する手法であるので、さらに心身的リハビリテーション効果
のある口腔ケアの手法を追求し、口腔ケアリング・リハビリテーションを実現する基盤を提供する。

研究成果の概要（英文）：The concept of the oral caring had been established as an actual practice of 
mental healing and recovery by the intervention of oral cavity. The process of the oral caring was 
composed with the understanding of oral conditions with the method of organic and functional oral 
assessments, performing oral care and management, catching the mental reaction caused by the oral 
intervention, and providing advanced state of relaxation by the feedback. The oral caring was provided 
across all age groups with a sense of satisfaction and mental rehabilitation. The rehabilitation with the 
oral caring will consist of the concept of the oral caring with the effect of mental healing and 
recovery.

研究分野：口腔衛生学

キーワード： 口腔ケアリング　リラクゼーション
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１．研究開始当初の背景 
リハビリテーションは、身体的、精神的、
社会的に最も適した生活水準の達成を可能
とすることによって、各人が自らの人生を変
革していくための手段を提供していくこと
を目指し、且つ時間を限定した過程である。
身体的リハビリテーションは、専門職が関わ
った医学的療法である理学療法や作業療法
などにより、身体の機能回復を目的として行
われる。社会的リハビリテーションは、本人
の身体的状況やバリア(物理的、制度的、心理
的)を解消して行くことにより社会復帰(参
加)を目指している。精神的リハビリテーショ
ンは、心理の専門家による療法や福祉・介護
の分野の施設職員や介護福祉士が心的活性
を図ることを目的として行われている。しか
し、要介護者・高齢者のリハビリテーション
は、単に疾患の障害の機能回復に対応するだ
けでなく、要介護者・高齢者特有の特性を理
解した上でリハビリテーションを行う必要
があり、身体的および精神的な機能の回復を
最大限に図り、可能な限り独立して生活しう
る能力を取り戻すことが目標となる。しかし、
身体的リハビリテーションそのものが精神
的ストレスとなることが考えられ、心的活性
を上昇させられるかについては不明であり、
身体的および精神的の両方を扱うリハビリ
テーションの手法は、口腔内ではまだ確立さ
れていない。 
これまでも口腔ケアは、器質的口腔ケアと
しての口腔清掃だけではなく、機能的口腔ケ
アとして機能回復を期待したリハビリテー
ションの要素も含まれてきた。機能回復のた
めには、ある程度の刺激（身体的ストレスの
負荷）が必要であり、必ずしも心地よい刺激
にはならない場合が多い（精神的ストレスの
負荷）。機能回復を願い医学的リハビリテー
ションに励む患者は多いが、要介護者・高齢
者特有の疾患の患者の場合は、自らの意志で
医学的リハビリテーションを行っている者
は多いとは言いがたい。この様な患者の口腔
領域に関わる際は、介助者のケア時に痛みを
感じたり、他人に口腔を触られることに嫌悪
感を抱いていたり、口腔ケアそのものが拒絶
されてしまうこともある。これは口腔領域の
空間識別閾値は加齢による影響は受けにく
く、口の感覚は最期まで鋭敏に残るためであ
る。この様な患者でも感染予防や誤嚥性肺炎
予防のために毎日の口腔ケアは必要である
ので、口腔ケアの行為を拒絶している者にと
っては、精神的ストレスが心的活性や脳への
悪い影響を与えてしまう可能性がある。また、
口腔ケアを実施する側にも大きな負担とな
り、実際、要介護者・高齢者の口腔ケアの拒
絶で苦労をしている介護者や家族は多い。 
古典的脳科学では、ペンフィールドによっ
て、大脳皮質の感覚野・運動野の投影領域で
は口腔が大きな位置を占めていることが知
られている。私たちは口腔の心地よい刺激が
直接的・間接的に身体的および精神的な両方

のリハビリテーションに有効であり、口腔ケ
アリング・リハビリテーションを応用すると
人の生活の質を豊かにする様々な波及効果
が考えられる。これまでの歯科衛生士学生を
対象とした予備実験の結果から、術者磨きに
よる口腔ケア時のリラクゼーション効果を
唾液アミラーゼの測定にて評価した実験で
は、対象者に気持ち良い歯磨きを提供するた
めのブラッシングを行うと、磨かれた側にリ
ラクゼーション効果が得られたことが示唆
された。また、加速度脈波測定システム Pulse 
Analyzer Piusを用い、自律神経バランス分
析を行った実験では、術者磨きによる口腔ケ
ア時には副交感神経が交感神経よりも優位
になったことが検証された。これらのことか
ら、口腔内がきれいになる快適さと心地よい
ブラッシング手法により、磨かれた側はリラ
クゼーション効果が得られると考えられる。
よって、口腔ケアを実施する誰もがリラクゼ
ーション効果を期待できる口腔ケアを実施
でき、口腔ケアをされる側は、心地良さを体
感することにより心身的リハビリテーショ
ンとなる、口腔ケアリング・リハビリテーシ
ョン・システムが求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、これまで臨床では実践してき
た口腔への介入を通して精神的ケアを実践
する概念として「口腔ケアリング」を創設し、
そのナラティブな実践を Evidence-Based 
Dentistry の理論的な大系にて整理すること
を目的に、器質的口腔ケアと機能的口腔ケア
の評価方法に基づいて、乳幼児から高齢者ま
での口腔ケアリングの満足度評価法を考慮
して、口腔の刺激の快感や不快感の原因が何
かを追求し、心身的リハビリテーション効果
のある口腔ケアの手法（口腔ケアリング・リ
ハビリテーション）を用いた日常的に実施す
ることも可能な口腔ケアリング・リハビリテ
ーションを提案した。 
 
３．研究の方法 
口腔ケアリングの視点から口腔感覚の刺
激に対する心理的反応の把握、口腔ケアリン
グの実施によるリラクゼーション効果の検
証を実施し、心身的リハビリテーション効果
のある口腔ケアリング・リハビリテーション
の確立について、口腔ケアリングによって、
心身的リハビリテーション効果が得られる
システムの構築を行う実験を行った。 
(1) 口腔ケアリングの視点から口腔感覚の刺
激に対する心理的反応の把握 
口腔清掃の器質的口腔ケア評価に関して
は、乳幼児や高齢者の無歯顎の状態から有歯
顎の状態までの評価法が確立されている訳
ではない。さらに機能的口腔ケア評価に関し
ても口腔全体の健康度を端的に表しうる指
標とは言い難い。本実験では、心身的口腔ケ
アリングを行う上で実施する評価法を始め
に検証した。 



坂井らが開発した自律神経評価法を用い
て、刺激の投射の特殊性を検索し、その増強
手段や反映される心的動態を解析し、刺激の
伝播のメカニズムを解析した。対象者に状態
不安質問項目 STAIおよび、主観的な緊張お
よび主観的なストレスの評価として 100ｍｍ
ビジュアルアナログスケール（VAS）の質問
を行い、自律神経評価は、Powerlab システ
ムを用いて指先あるいは耳朶から非侵襲的
に脈波を導出し、HRV を算出して、刺激負
荷前と後の変化を測定値として用いた。同時
に、唾液中のアミラーゼ活性を測定する唾液
アミラーゼモニターも使用した。これらの方
法はすでに共同研究者である坂井が確立し
ており（Sakai et al. 2012）、本研究において
は、様々な口腔内刺激（歯みがき、舌清掃な
ど）の口腔内刺激の特性の評価方法と特徴付
けを行った。 
(2) 口腔ケアリングの実施によるリラクゼー
ション効果の検証 
要介護者・高齢者の口腔ケアの拒絶する原
因に刺激によることが考えられた。また、気
持ちの良い口腔の刺激では、拒絶に繋がらな
いので、口腔内刺激をコントロールし、心理
的な安心感のある口腔ケアリングを実施で
きれば、全ての世代に応用が可能となると考
えられた。対象者に状態不安質問項目 STAI
および、主観的な緊張および主観的なストレ
スの評価と自律神経評価を行い、唾液中のア
ミラーゼ測定を実施する。口腔内湿潤の測定
後に 10 分間の術者磨きを行い、各評価項目
の前後を比較・評価した。術者みがきの方法
として、口腔ケアリングの手法を如何に効果
的に実施するかを実験毎に検証し、改良を加
える事によって対象者の心理的効果の高く
器質的・機能的口腔ケアの効率も高い口腔ケ
アリングの手法を選択・確立した。 
(3) 心身的リハビリテーション効果のある口
腔ケアリング・リハビリテーションの確立 
これまでの実験結果を統合し、乳幼児から
高齢者にいたる全てのライフステージに対
する口腔ケアリングの概念とその手技を提
言した。 
 
４．研究成果 
(1) 口腔ケアリングの視点から口腔感覚の刺
激に対する心理的反応の把握 
歯科衛生士学生を対象とした予備実験等
の結果、及び、歯学部学生を対象とした口腔
清掃の実験結を解析し、術者による口腔ケア
を実施した場合、唾液アミラーゼ測定を用い
てリラクゼーション効果を検証した複数の
実験では、対象者に気持ち良い歯磨きを提供
することに配慮したブラッシングを行うと、
磨かれた側に交感神経の抑制効果が見られ、
リラクゼーション効果が得られたことが示
唆された。これは、Powerlab システムを用
いた指先あるいは耳朶から非侵襲的に脈波
を導出して算出した HRV によっても確認さ
れた。しかしながら、全ての被験者にリラク

ゼーション効果が認められたわけでは無く、
逆に刺激になったケースも少なからずあり、
被験者によってそれぞれの口腔への関わり
に対しての感じ方の違いが大きいことが示
された。 
(2) 口腔ケアリングの実施によるリラクゼー
ション効果の検証 
口腔ケアリング手法と評価法の確立の実
験では、20 代の成人を対象として実施した。
これは、これまでの情報収集を踏まえて、口
腔ケアリングの手技を評価するに当たり、始
めに身体のケアの経験の少ない未婚の若い
成人にて実験を開始した。対象者は、同年齢
で子育てを行っている者もいる若い親の年
齢であり、子育てと行った経験が口腔のケア
に及ぼす影響がない、全くのベースラインの
状態で検証を行った。実施後の対象者の
Visual Analog Scale 等を用いた主観的な緊
張とストレスの評価と、保護者の仕上げ磨き
の実施状態の観察記録と、同様に親も主観的
な緊張とストレスの評価を行った。この結果
として、口腔ケアリングの実施が効果的に行
われると、交感神経の観察からリラクゼーシ
ョン効果が上昇することが示された。これは、
主観的な緊張および主観的なストレスの評
価を裏付けるものであり、唾液中のアミラー
ゼ活性を測定する唾液アミラーゼモニター
でも確認された。 
(3) 心身的リハビリテーション効果のある口
腔ケアリング・リハビリテーションの確立 
以上の結果より、心身的リハビリテーショ
ン効果のある口腔ケアリング・リハビリテー
ションを、口腔に関わることの相互理解と口
腔のケアを実施する事による信頼関係の構
築を最優先の目標として、それぞれの口腔に
合わせた手法を組み合わせるべきであると
考えられた。 
本研究にて、口腔ケアリングの実施による
リラクゼーション効果を検証し、心身的リハ
ビリテーション効果のある口腔ケアリン
グ・リハビリテーションの創設が社会に向け
て発信できるならば、医療だけではなく介護
や養育の現場での口腔に関わる全ての分野
でのリハビリテーション推進へ貢献するこ
とができる。口腔ケアリング・リハビリテー
ションが今後の口腔のケアの場で実践され
たならば、実施された者に対して、唾液分泌
液の増加等の口腔環境改善、健康増進の意欲
の誘発、参加意欲増大の工夫、コミュニケー
ションとしての手段の波及効果が誘導され
ると考えている。私たちは、口腔への介入を
通して口腔の心地よい口腔ケアリング・リハ
ビリテーションは、脳の活性化と身体的およ
び精神的な両方のリハビリテーション効果
を期待できると考えている。 
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